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〈学校教育目標〉
心身ともに健康で
自ら行動する生徒の育成

〈目指す生徒像〉
○夢を持ち、自ら学ぶ生徒（自主）
○心豊かで、思いやりのある生徒（敬愛）
○心身ともに健康な生徒（錬磨）

保護者アンケートへのご協力ありがとうございました
保護者の皆様には、１学期末に引き

続き、２学期末にも「教育活動に関する
保護者アンケート」の回答にご協力をい
ただき、誠にありがとうございました。結
果は、左表のとおりとなりました。
１２項目中、１０項目（③⑥以外）で「当

てはまる」「だいたい当てはまる」の割合
の合計が９０％に達する評価をいただき
ました。
また、１２項目中９項目（②③⑩以外）

が「当てはまる」の割合が１学期調査より
高い結果となりました。
反面、１２項目中７項目（③④⑥⑦⑧

以外）が、「当てはまる」「だいたい当ては
まる」の割合の合計が１学期より低くなっ
てしまいました。
以上のことから、来年度の本校の課題

は、「③本校は一人一人の学力を伸ば
すきめ細やかな指導を行っている」「⑥
本校の生徒はあいさつをきちんとする」
の項目についての指導をさらに充実させ
ること、そして、全ての項目について「当
てはまる」の割合を増やし、かつ、「当て
はまる」「だいたい当てはまる」の割合の
合計を増やす努力をすることです。特に
生徒の学力向上に関する②と③の項目
について、一人一人の教員が「教育のプ
ロ」としての自覚と責任を持って授業に臨
み、「わかる授業、楽しい授業」を展開で
きるように、授業の準備、研修を重ねてま
いります。
また、アンケートの自由記述欄に書い

ていただいた内容につきましては、今後
の学校運営を見直し改善する際に、貴
重なご意見として参考とさせていただき
ます。

和楽器演奏体験を実施しました
来年度から全面実施となる新しい中学校学習指導要領（文科省）に、音楽

の授業において「３学年間を通じて１種類以上の和楽器を取り扱い、その表現
活動を通して、生徒が我が国や郷土の伝統音楽のよさを味わい、愛着をもつ
ことができるよう工夫すること」とあります。本校では、昨年度より「箏（こと）」の演
奏を授業に取り入れ、今年は１年生の授業で行いました。
箏の構造、演奏時の姿勢、基本的な奏法、箏の楽譜の読み方等について

学習をした後、箏曲で有名な「さくら さくら」の演奏を練習しました。授業後の
生徒の感想には、「初めて箏を体験して、和楽器のおもしろさ、そして、歴史に触れられて良かった。」「初めて箏を
やってみて、とても難しかった。でも、コツをつかんできれいな音を出すことができたので、とても良い経験ができまし
た。」等が書かれており、充実した時間であったことがうかがえます。



【 元本校職員 ○○○○ 氏 筆 】

お め で と う ご ざ い ま す
☆川越地区書きぞめ展覧会
【推薦賞】《県展へ出品》 ３年 ○○○○ ２年 ○○○○ １年 ○○○○
【特薦賞】３年 ○○○○、○○○○ ２年 ○○○○、○○○○、○○○○、○○○○

１年 ○○○○、○○○○、○○○○、○○○○
【優良賞】３年 ○○○○、○○○○、○○○○、○○○○、○○○○ ２年 ○○○○、○○○○

１年○○○○、○○○○、○○○○、○○○○
☆川越市人権作文 【入選】１年 ○○○○

2月(February)行事予定

※ 緊急事態宣言が延長された場合は、12日（金）
に開催予定の保護者会は中止とします。

川越市人権作文 入選作品
「祖父の気持ち」 １年 ○○○○
去年亡くなった私の祖父には、障害がありました。

生まれつきの障害ではなく、私が幼稚園生の時に脳出
血を起こし、倒れた時の後遺症で残ったものだそうで
す。偶然にも大学病院で倒れ、発見も早かったので一
命をとりとめたと聞きました。右半身にマヒが残り、
言葉もはっきりと話すことができなくなってしまいま
した。しかし、優しくて前向きなところは変わりませ
んでした。
祖父が退院する時、祖父の家に車イスが通れるよう

なスロープをつけたり、段差を登るためのリフトをつ
けたりしました。祖母も祖父が浴そうに入るのを手伝
ったり、重い車イスをたたんで車に乗せたりする練習
をしました。大変だったけれど祖父が帰ってくるのが
うれしくて、みんな一生懸命祖父を迎える準備をしま
した。
祖父には、歩けなかったり、できなかったりしたこ

とが増えても周りに支えてくれる人がたくさんいまし
た。みんな、祖父を「今までとは違う」という目では
見ずに、できることは今まで通りやってもらって、で
きないことは手伝いました。祖父は、「違うっていう
目で見ないでいてくれるのがうれしいよ。ありがと
う。」とよく言いました。どんなにできないことが増
えても祖父であることには変わりはないのに、手伝っ
たことにではなく、違うと思わないことに「ありがと
う。」と言われるなんて驚きました。
この世界の中にはたくさんの人がいます。その中に

は、障害がある人を「自分とは違う」と差別している
人がいると聞きます。実際、体の不自由な人が買い物
に来て困っているのに見て見ぬふりをして助けなかっ
たり、商品を見ているだけなのに「じゃま。」と聞こ
えるように言ったりしている人を見たことがありま
す。しかし、私は祖父と過ごしてみて、「少し苦手な
ことがある」「できないことがある」というだけで私
たちと何も変わらないことに気付きました。私たちと
同じ人間で同じ権利をもっています。それを否定した
り、奪ったりしては絶対にいけないと思います。
今年はオリンピックとパラリンピックが日本で行わ

れるはずでした。しかし、新型コロナウイルスの影響
で延期になってしまいました。私は前回のリオオリン
ピック、パラリンピックをテレビで見て、日本人がた
くさんのメダルを取り、とても感動しました。
パラリンピックは、いろいろな障害がある人たちが、

きっと想像もできないような苦しみや辛さを乗り越え
て、たくさんの練習をしてたどりついた場所だと思い
ます。だから、メダルが取れても取れなくても輝いて
見えるのです。たくさんの努力と強い気持ちがあれば、
誰もが大きな壁を乗り越えられるのだと教えてくれて
いると感じます。来年のオリンピック、パラリンピッ
クでは、大きな壁を乗り越えた選手たちにたくさんの
拍手を送りたいと思います。
オリンピック、パラリンピックが行われる期間は、

海外からたくさんのお客さんが日本を訪れます。「言
葉が通じない」「文化が違う」「髪の色や肌の色も様々」
そんな人で日本はあふれるでしょう。慣れない日本で
「できないこと」も多いはずです。もし困っている人
に出会ったら私はできることをしたいです。「人とし
ては皆同じ」です。できること、できないことが一人
一人あるだけです。この私の考えがみんなに届いて、
誰もが幸せな日々を送れるといいです。そうしたら、
天国の祖父も喜んでくれると思います。

三
月
四
日
（
木
）
に
「
三
年
生
を
送
る
会
」
を
開

出
し
物
を
ビ
デ
オ
に
撮
り
、
そ
れ
を
当
日
三
年
生

催
す
る
予
定
で
す
。
例
年
は
、
一
・
二
年
生
が
様
々

に
見
て
も
ら
う
形
で
行
い
ま
す
。

な
出
し
物
を
披
露
し
て
三
年
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
保
護
者
の
皆
様
に
公
開
を

伝
え
る
形
で
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
感
染
症

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
公
開
は
い
た
し
ま

予
防
の
た
め
に
一
・
二
年
生
は
同
席
せ
ず
、
事
前
に

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お知らせ


